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巻巻頭頭言言  
  

自自分分のの行行っってていいるる作作業業療療法法をを是是非非，，文文字字とといいうう形形にに！！  
  

吉吉井井  真真里里＊＊11，，22  
                                                                                         

＊＊11  特特別別養養護護老老人人ホホーームム虹虹のの里里  
（（22002233年年 1122月月時時点点）） 

＊＊22  新新潟潟県県作作業業療療法法士士会会  事事務務局局長長  
 
 
出出会会いいはは雷雷にに打打たたれれたたよよううなな衝衝撃撃だだっったた 

私がリハビリテーション，作業療法という言葉に

出会い，自分の進路を決めた時期は高 1．実際の場
面を見たわけではなく，リハビリテーションの書籍

を読み，リハビリテーションの意味や理学療法と作

業療法の違い等を知り，だから作業療法士になりた

い！と，家族に語るくらい，高校時代はその希望を

胸に過ごしておりました． 
 
 
つつららかかっったた学学生生時時代代  書書けけななかかっったた自自分分  

当時，まだ四年制大学が無く養成校は専門学校ま

たは医療系短大の時代，無事に希望した養成校に入

学しましたが，希望とは裏腹に，生理学でも運動学

でも作業療法〇〇実習でも，とにかくレポートが書

けないことが辛い学生生活でした．その事象は分か

ってもだから何が言えるのか，という考察が書けな

い．当然，病院実習でも大事なレポートが書けませ

ん．その方々の状態が例え分かったとしても，そこ

から目標をどう設定してよいか分からず，とにかく

書けなかった実習期間．そして分岐点を迎えました． 
 
 
作作業業療療法法士士へへのの道道ののりりはは奇奇跡跡のの連連続続  

その私の人生の分岐点は，最終学年の最終実習，

最終日前日でした．「作業療法士として働かない」と

いう気持ちになっていた私に対し，実習地訪問に来

ていただいた先生から「私も作業療法とはこうなの

かなと思えたのは作業療法士になってから 10年後 

 
 
だった」の言葉を頂戴した時でした． 
そして卒業後，作業療法士として働き始め，その

言葉を胸に抱きつつも，書けないと悩む日々． 
縁があって新潟に戻って来る際に「やはり作業療

法士として働くことが自分は難しいのか」という思

いもあって，結婚と出産を理由に作業療法士として

働かない選択をしました． 
でも不思議なもので，作業療法から離れても色々

な人の縁と後押しがあり，平成 12 年（2000 年）  

特別養護老人ホームでの勤務を開始しました． 
新潟県作業療法士会（以下，県士会）でも研修等

で大変お世話になっている木之瀬 隆先生（現：シー
ティング研究所代表）が，私の学生時代にシーティ

ングシステム研究会を立ち上げた時は，絶対に自分

には縁がない世界だと感じていましたが，入職後に

本腰を入れてシーティングを勉強しないとダメだ

なと思うようになり，木之瀬先生にお電話したこと

を今でもよく覚えています． 
 
 
「「1100年年後後だだっったた」」のの言言葉葉はは本本当当だだっったた  

その頃も相変わらず「書けない」自分がいました

が，自分のできる範囲で，自分のペースで，その方

の評価を書いていくうちに，やっと「作業療法とは

こんな感じなのかな」と思えるようになった瞬間が

ありました．「10 年後だった」という言葉を頂戴し
てから，丸 10年経過していました． 
その頃はメモのようなカルテの記録を他職種の

方が見てフィードバックされるようになった時期

でもありました． 
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書書けけなないい苦苦ししみみかからら書書きき続続けけるる選選択択へへ  

その後も「作業療法とは？」「相変わらず書けない

悩み」を抱えながら，これまた人の縁と後押しがあ

って，平成 17年（2005年）現所属先の勤務をスタ
ートしました．シーティングの勉強も続けていた私

は，木之瀬先生に施設内のシーティング環境につい

て相談をしていましたが，「今まさに行っているこ

とを時系列にまとめてみたら」という先生の言葉か

ら始まり，先生の助言・指導もあって，施設内での

取り組みを第 1回シーティングシンポジウムにて発
表する機会に恵まれました． 
発表するにあたり，提出する書類も，パワーポイ

ントも木之瀬先生は何度か見てくださりましたが，

私が書いたものを 1回も否定せず，質問などを重ね
ながら丁寧に指導いただきました．翌年度以降もシ

ンポジウムにて発表し，これらをきっかけに，日本

作業療法学会でのポスター発表や日本リハビリテ

ーション工学協会誌等の掲載，県内外での講師など

の機会をいただきました．また他職種の方々も施設

へ見学に来られました．まだ十分でない部分もたく

さんある中，見学者の方が否定せず，私が思いつか

ない点について質問やアドバイスをいただくこと

ができました．決して「書けるようになった」とい

うことでもなく，変わらず書くことへの抵抗を感じ

ながら，これらの機会をいただくことで，今自分自

身が行っていることについて振り返ることができ

たと思っています． 
一度目の分岐点は作業療法という言葉に出会っ

たとき，二度目は作業療法士として働く決意をした

とき，そして三度目の分岐点を迎えました． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
三三度度目目のの分分岐岐点点をを迎迎ええたた  

作業療法士としてフルタイム勤務を続けてきま

したが，子どもの疾病により 10 年ほど前よりパー
トタイム勤務に切り替えました．今までの作業療法

士として働いていた時間を，子どもの病気と障害に

向き合う時間に充て，この先も私がフルタイム勤務

に戻ることはありません． 
今でも先生とのご縁により人前でお話する機会

もありますが，それも少なくなり，書くことも必然

的に減りました． 
 

文文字字にに起起ここすす作作業業はは作作業業療療法法のの未未来来にに繋繋ががるるこことと  

病気や障害を抱えた方々に対し，作業療法を通じ

て作業療法士として働くことができる我々ですが，

自身が良くなった手ごたえを感じても，数値化した

際に「意外と思っているほどの結果では無かった」

と分かり，これもこの「書くことと人前でお話する

こと」で自分自身は理解したと思っております． 
書けないことが苦しかった自分に対し，ひとりと

して「書かなくてもいいよ」とおっしゃる方は，ど

なたもいらっしゃいませんでした．書けない自分に

対し，1 回も否定されることなく書くことにお付き
合いいただいたことで，書き続けられたのだと思い

ます． 
私の一番の書き時（かきどき）は 30歳代でした．

どの年代も忙しさは形が変わるだけで日々のこと

であり，人の縁がある『今』がまさに皆様の書き時

（かきどき）かもしれません．そしてその為に県士

会の学術誌編集委員会が存在しています． 
自分の行っている作業療法を是非，文字という形

に！ 
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特特集集  

新新潟潟県県作作業業療療法法士士会会災災害害対対策策委委員員会会のの  

ここれれままででのの活活動動報報告告とと災災害害対対策策ににつついいてて  

  
齋齋藤藤  裕裕久久＊＊11  

＊＊11  岩岩室室リリハハビビリリテテーーシショョンン病病院院 
  
１１．．ははじじめめにに  
 以前の災害支援といえば地震発生後，避難所支援

に行くイメージが大きかった．近年は大雨被害によ

る水害，雪害，突風を含めた竜巻被害など以前に比

べ多発多様化し，避難所から仮設住宅などの復興期

までと災害支援の期間も長期化している． 
今までの新潟県作業療法士会（以下：県士会）で

は，中越地震での災害支援をきっかけに災害支援を

行ってきた過去がある．この二つの震災で行った活

動は，今のように災害団体や災害規定などなく，す

べてにおいて手探りの状態で行ったことが想像され

る．今の災害支援と遜色ない取り組みを行っており，

現在の新潟県作業療法士会災害対委員会（以下：当

委員会）の活動指針となっている． 
その後，東日本大震災が発生し，県士会は単独活

動として福島県作業療法士会への支援を実施した．

当委員会は災害対応後に 2016 年から常設委員会と
して設置された． 
全国的な流れとして，団体での災害支援が組織化

されリハビリテーション職種が関与する一般社団法

人日本災害リハビリテーション支援協会（Japan 
Disaster Rehabilitation Assistance Team：以下：
JRAT）は 2004年 4月１日に法人化され，各県での
組織化も進み体制整備されている．また，県士会は

介護の災害支援を主体として社会福祉協議会を中心

団体とした災害福祉支援チーム（Disaster Welfare 
Assistance Team以下：DWAT）にも参入した．2022
年からは，新潟県理学療法士会，新潟県作業療法士

会，新潟県言語聴覚士会で構成されたリハビリテー

ション専門職協議会（以下：リハ専門職協議会）で

も災害対応をとっている． 
この特集では，県士会の今までの災害支援内容と

当委員会として行った活動紹介を行い，過去の活動

について記録するとともに災害支援について触れ，

今後の県士会の災害対策支援を述べる． 

２２．．当当委委員員会会のの活活動動実実績績とと災災害害対対策策体体制制  

１１））県県士士会会員員にに向向けけててのの活活動動実実績績報報告告  
2016 年の当委員会の発足からの活動実績として
は，2つ挙げられる． 
主に災害が起こる前の平時においての「①県士会

員への広報」を行うこと，災害が発生した場合の対

応を中心に「②県士会災害支援の活動準備」を行っ

てきた．また，活動団体として県士会は，それぞれ

JRAT，DWATの県内で組織化された新潟 JRATと
新潟DWATの構成団体となっている． 
新潟JRATはJRATの各都道府県で組織化された
団体である．全国の JRATは各地域でブロック化さ
れていて，新潟県は北海道・東北・新潟ブロックに

なっている．JRAT は，災害時に要配慮者や新たな
障害者，被災高齢者等が自立生活の再建のリハビリ

テーション支援を目的としている． 
DWATは，福祉ニーズに対して災害支援をおこな
い，JRAT と同様に災害発生後の二次被害の予防と
防止を目的として活動する．特にJRATとの違いは，
福祉避難所の開設・運営，福祉避難所を含めた避難

者の移送に伴う支援を行うことである． 
現在はこの両団体と協業して災害支援を行うこと

が大半になっている． 
以下に当委員会の活動実績について記載する． 
①県士会員への広報 
災害研修会の案内や災害発生時の案内などをその

都度県士会ホームページで行っている．また，過去

に県士会ニュースで掲載した朱鷺バックナンバーは，

「刊行物」で過去の朱鷺バックナンバーから確認で

きる（表 1）． 
②県士会災害支援の活動準備 
県士会の災害準備として活動する際，活動を裏付

けする根拠となる災害規定の作成，活動を行うため

の行動指針となる災害対策マニュアル作成，災害支 
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書書けけなないい苦苦ししみみかからら書書きき続続けけるる選選択択へへ  

その後も「作業療法とは？」「相変わらず書けない

悩み」を抱えながら，これまた人の縁と後押しがあ

って，平成 17年（2005年）現所属先の勤務をスタ
ートしました．シーティングの勉強も続けていた私

は，木之瀬先生に施設内のシーティング環境につい

て相談をしていましたが，「今まさに行っているこ

とを時系列にまとめてみたら」という先生の言葉か

ら始まり，先生の助言・指導もあって，施設内での

取り組みを第 1回シーティングシンポジウムにて発
表する機会に恵まれました． 
発表するにあたり，提出する書類も，パワーポイ

ントも木之瀬先生は何度か見てくださりましたが，

私が書いたものを 1回も否定せず，質問などを重ね
ながら丁寧に指導いただきました．翌年度以降もシ

ンポジウムにて発表し，これらをきっかけに，日本

作業療法学会でのポスター発表や日本リハビリテ

ーション工学協会誌等の掲載，県内外での講師など

の機会をいただきました．また他職種の方々も施設

へ見学に来られました．まだ十分でない部分もたく

さんある中，見学者の方が否定せず，私が思いつか

ない点について質問やアドバイスをいただくこと

ができました．決して「書けるようになった」とい

うことでもなく，変わらず書くことへの抵抗を感じ

ながら，これらの機会をいただくことで，今自分自

身が行っていることについて振り返ることができ

たと思っています． 
一度目の分岐点は作業療法という言葉に出会っ

たとき，二度目は作業療法士として働く決意をした

とき，そして三度目の分岐点を迎えました． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
三三度度目目のの分分岐岐点点をを迎迎ええたた  

作業療法士としてフルタイム勤務を続けてきま

したが，子どもの疾病により 10 年ほど前よりパー
トタイム勤務に切り替えました．今までの作業療法

士として働いていた時間を，子どもの病気と障害に

向き合う時間に充て，この先も私がフルタイム勤務

に戻ることはありません． 
今でも先生とのご縁により人前でお話する機会

もありますが，それも少なくなり，書くことも必然

的に減りました． 
 

文文字字にに起起ここすす作作業業はは作作業業療療法法のの未未来来にに繋繋ががるるこことと  

病気や障害を抱えた方々に対し，作業療法を通じ

て作業療法士として働くことができる我々ですが，

自身が良くなった手ごたえを感じても，数値化した

際に「意外と思っているほどの結果では無かった」

と分かり，これもこの「書くことと人前でお話する

こと」で自分自身は理解したと思っております． 
書けないことが苦しかった自分に対し，ひとりと

して「書かなくてもいいよ」とおっしゃる方は，ど

なたもいらっしゃいませんでした．書けない自分に

対し，1 回も否定されることなく書くことにお付き
合いいただいたことで，書き続けられたのだと思い

ます． 
私の一番の書き時（かきどき）は 30歳代でした．

どの年代も忙しさは形が変わるだけで日々のこと

であり，人の縁がある『今』がまさに皆様の書き時

（かきどき）かもしれません．そしてその為に県士

会の学術誌編集委員会が存在しています． 
自分の行っている作業療法を是非，文字という形

に！ 
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特特集集  

新新潟潟県県作作業業療療法法士士会会災災害害対対策策委委員員会会のの  

ここれれままででのの活活動動報報告告とと災災害害対対策策ににつついいてて  

  
齋齋藤藤  裕裕久久＊＊11  

＊＊11  岩岩室室リリハハビビリリテテーーシショョンン病病院院 
  
１１．．ははじじめめにに  
 以前の災害支援といえば地震発生後，避難所支援

に行くイメージが大きかった．近年は大雨被害によ

る水害，雪害，突風を含めた竜巻被害など以前に比

べ多発多様化し，避難所から仮設住宅などの復興期

までと災害支援の期間も長期化している． 
今までの新潟県作業療法士会（以下：県士会）で

は，中越地震での災害支援をきっかけに災害支援を

行ってきた過去がある．この二つの震災で行った活

動は，今のように災害団体や災害規定などなく，す

べてにおいて手探りの状態で行ったことが想像され

る．今の災害支援と遜色ない取り組みを行っており，

現在の新潟県作業療法士会災害対委員会（以下：当

委員会）の活動指針となっている． 
その後，東日本大震災が発生し，県士会は単独活

動として福島県作業療法士会への支援を実施した．

当委員会は災害対応後に 2016 年から常設委員会と
して設置された． 
全国的な流れとして，団体での災害支援が組織化

されリハビリテーション職種が関与する一般社団法

人日本災害リハビリテーション支援協会（Japan 
Disaster Rehabilitation Assistance Team：以下：
JRAT）は 2004年 4月１日に法人化され，各県での
組織化も進み体制整備されている．また，県士会は

介護の災害支援を主体として社会福祉協議会を中心

団体とした災害福祉支援チーム（Disaster Welfare 
Assistance Team以下：DWAT）にも参入した．2022
年からは，新潟県理学療法士会，新潟県作業療法士

会，新潟県言語聴覚士会で構成されたリハビリテー

ション専門職協議会（以下：リハ専門職協議会）で

も災害対応をとっている． 
この特集では，県士会の今までの災害支援内容と

当委員会として行った活動紹介を行い，過去の活動

について記録するとともに災害支援について触れ，

今後の県士会の災害対策支援を述べる． 

２２．．当当委委員員会会のの活活動動実実績績とと災災害害対対策策体体制制  

１１））県県士士会会員員にに向向けけててのの活活動動実実績績報報告告  
2016 年の当委員会の発足からの活動実績として
は，2つ挙げられる． 
主に災害が起こる前の平時においての「①県士会

員への広報」を行うこと，災害が発生した場合の対

応を中心に「②県士会災害支援の活動準備」を行っ

てきた．また，活動団体として県士会は，それぞれ

JRAT，DWATの県内で組織化された新潟 JRATと
新潟DWATの構成団体となっている． 
新潟JRATはJRATの各都道府県で組織化された
団体である．全国の JRATは各地域でブロック化さ
れていて，新潟県は北海道・東北・新潟ブロックに

なっている．JRAT は，災害時に要配慮者や新たな
障害者，被災高齢者等が自立生活の再建のリハビリ

テーション支援を目的としている． 
DWATは，福祉ニーズに対して災害支援をおこな
い，JRAT と同様に災害発生後の二次被害の予防と
防止を目的として活動する．特にJRATとの違いは，
福祉避難所の開設・運営，福祉避難所を含めた避難

者の移送に伴う支援を行うことである． 
現在はこの両団体と協業して災害支援を行うこと

が大半になっている． 
以下に当委員会の活動実績について記載する． 
①県士会員への広報 
災害研修会の案内や災害発生時の案内などをその

都度県士会ホームページで行っている．また，過去

に県士会ニュースで掲載した朱鷺バックナンバーは，

「刊行物」で過去の朱鷺バックナンバーから確認で

きる（表 1）． 
②県士会災害支援の活動準備 
県士会の災害準備として活動する際，活動を裏付

けする根拠となる災害規定の作成，活動を行うため

の行動指針となる災害対策マニュアル作成，災害支 
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援活動の体制整備を準備している． 
 
＜災害規定の作成＞ 
県士会ホームページの「メニュー」から「作

業療法士会について」の規約集の中に掲載されて

いる． 
規定には，災害対策基本方針と題して，平時

と災害発生時の災害体制整備と災害時の対応指

針が策定されている．また，災害時の協会及び県

士会員に対して会費免除の規定を策定している． 
＜災害対策マニュアル作成＞（図 1） 
このマニュアルは 2019 年に各施設・病院に
配布している． 
目次にある大項目は，1）マニュアルの目的・
適応，2）組織体制，3）行動指針，4）災害支
援，5）ボランティア の 5項目で，基本的に本
部設置されるような大規模災害が発生した際の

県士会の活動指針となる基準や募集方法などが

記載してある．県士会ホームページの「刊行物」

に掲載されている． 
＜災害支援活動の体制整備＞ 
前述した災害団体を通じて参加する場合は災

害救助法適応の為，保険適応は災害救助法内で

の保障内容となる．費用負担に関しては，後日 
 

 

 

 
 
災害救助法内での支弁処置がなされる． 
主な活動内容としては，生活不活発病の予防，

環境評価，自立支援，心のケア，生活再建を中

心に活動展開する．今までの活動実績では，長

期間の活動になることが多く，自分達の組織だ

けでは対処できないことが多い為，その後つな

がる支援として，他の団体につなぐことも重要

になってくる． 
 
２２））県県士士会会本本部部のの災災害害対対策策体体制制（（図図 22））  
県士会でも県内で大きな災害があった場合，県士

会災害対策本部を設置する． 
その条件は，震度 5以上，大雨警戒レベル 5以上，
噴火警戒レベル 4以上となっていて，おおむね避難
所が設置され，一部または大規模に被害が生じるよ

うな災害である． 
当委員会は，災害が発生予測される時や発生した

際，本部設置された後にも同様に情報収集し，会員

の被災状況の確認，他団体との情報交換・連携情報

について時期を見て収集する． 
情報収集の結果，会員の被災確認や災害支援が必

要な場合，会費免除などの案内や災害ボランティア

についての情報を伝える為，ホームページや県士会

LINE，定期便で情報を掲載する． 

表 1 災害対策委員会の発信記事掲載号 

図 1 災害対策マニュアル 図 2 県士会本部の災害対策体制 
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災害発生後，被災された地域で支援母体となる国，

県や市町村の災害担当者からの依頼に基づき，県士

会本部で派遣に関して検討となる．その際には，派

遣方法や支払いについての体制整備を災害規定に則

り，県士会本部内で検討する． 
この場合の派遣は災害救助法の範囲内での活動と

なり，支援に関係する費用は，依頼した国，県，市 

 

 
 
町村から後日の支払いとなる． 
以前の活動の東日本大震災の際には県士会単体で

の活動を行ったが，現在は新潟 JRATや新潟DWAT
をはじめとして組織化された団体での活動が基本と

なる． 
その所属団体との会議において県士会本部を中心

に活動検討，ボランティア募集などの連絡調整とな 

表 2 中越地震 
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士会員に対して会費免除の規定を策定している． 
＜災害対策マニュアル作成＞（図 1） 
このマニュアルは 2019 年に各施設・病院に
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り，活動の運営も県士会本部を中心に活動調整とな

る． 
 

３３．．ここれれままででのの活活動動報報告告 

 今までの当委員会の災害支援は，中越地震，中越

沖地震，東日本大震災，熊本地震，西日本豪雨災害，

台風 19号 福島派遣，県北豪雨災害で活動支援を行
った． 
１１））新新潟潟県県中中越越地地震震  
（１）県士会活動の概要 
地震発生時，長岡にあった県士会事務局が被災し

たため，燕労災病院に対策本部事務局をおき，混乱

の中本部設置された．本部設置の翌日には新潟県理

学療法士会と県士会で被災地視察が行われた．その

中で，災害支援の方針が決定され活動展開がされた．

特に仮設住宅支援での活動での振り返りでは，手工

芸を楽しむ場が参加者の交流の場として徐々に機能

していき，作業自体の効果や集団，地域の活動とし

て作業療法がいかに災害時の活動と参加の回復に寄 
 

 
 
与できたかがうかがえる内容であった． 
（２）活動経過 
発災より 10 日後に本部を設置．対策本部事務局
を燕労災病院におき，活動を開始．最長の災害支援

で 2年 2か月間実施． 
（３）支援体制 
県士会内でボランティアの参加メンバーを募集し

た．全体の活動回数は 46回で，会員延べ 214名派
遣． 
（４）活動内容 
表 2参照 

 
２２））新新潟潟県県中中越越沖沖地地震震  
（１）県士会活動の概要 
中越地震の教訓を踏まえ，地震発生後当日に理事

幹事の安否確認がされ，翌日には会長による柏崎市

内の視察が行われた．翌々日に本部設置と会議が開

催された．中越地震で得た災害時の作業活動の有用

性を得て，仮設住宅内でも作業活動を中心に災害支

援する方針が決定された．仮設住宅の入居期間が 2
年であった為，長期の災害支援を行うことを当初よ

表 3 中越沖地震 
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り計画して支援を行った． 
（２）活動経過 
発災より翌々日に本部設置．対策本部事務局を県

士会事務局へおき，活動を開始．最長の災害支援で

1年 6か月間実施． 
（３）支援体制 
新潟県福祉健康部からの依頼を柏崎市元気支援課

の理学療法士がコーディネートして新潟県理学療法

士会，県士会，新潟県言語聴覚士会が連携し活動で

きるよう組織化した．県士会内では震災ボランティ

ア登録制度を作成し，現地活動調整担当や災害支援

リーダーを介して参加，報告を行った． 
（４）活動内容 
表 3参照 

 
３３））東東日日本本大大震震災災（（東東北北地地方方太太平平洋洋沖沖地地震震））  
（１）県士会活動の概要 
多くの県をまたぐ大規模災害であり，被災地にお

いても援助を受けるだけの余裕がない状態が続いて

いた． 
その中で，新潟県内に設置された避難所である体

育館へ支援を行った．今までの活動支援の経験をも

とに福島県作業療法士会へ災害支援の援助申し出を

行い，活動に至っている． 
県士会では，3 つのフェーズで災害支援を行い，
①聖籠町の避難所支援，②福島県作業療法士会員と

その家族に向けて心理的ケアを含めた気分転換のバ

スツアーやスポーツ観戦招待，③福島県美里町の仮

設住宅への災害支援を行った．特に③に関しては，

中越沖地震の経験から支援準備の段階から長期的な

支援を行う予定で計画した． 
（２）活動経過 
①震災発生 2 週間後，福島県から避難してきた方
を対象として，聖籠町に開設された避難所支援

を行った．支援内容は，心身に対する体操やレ

クリエーションを実施した． 
②震災発生から 8か月後には，新潟県内の日帰り
バスツアーを企画した．内容は観光とサッカー

やバスケ観戦を行い被災地とは異なる別環境

に身を置くことでの心理的ケアを含めた気分

転換を行った． 
③震災発生から 7か月半後には，福島県作業療法
士会の要請を受け，楢葉町が集団避難している

福島県会津美里町の仮設住宅地へ災害支援に

行った．2011年 11月より 2年半の期間活動し
たが，2 月は冬期間の為中止とした．災害支援
は毎週土曜日に 2 時間程度の活動を実施した．
介入当初は，楢葉町の同地区住民が集団避難し

ていたが，移ってきて間もないこともあり，顔

なじみはいなく隣の住宅に住んでいる人が誰

かも知らない状態だった． 
（３）支援体制 
①災害ボランティア募集により実施した．派遣会

員数は全体で 49名． 
②理事を中心に参加．派遣会員数：27名． 
③支援場所が県外であり，一部の人員が固定で参

加する方法では困難が生じるため，チーム制を

導入した．1 チームが 5，6 人で 8 チームを編
成，チームによる交代で支援に行った．毎週土

曜日 13：30～15：30の間で楢葉町の人々が住
む仮設住宅内の集会場で災害支援を行った．災

害支援には全部で 40 施設が参加し，116 名が
携わった． 

（４）活動内容 
①心身に対する体操やレクリエーション支援を行

った． 
②参加者同士での交流と被災地域外で気分転換を

含め心理的なケアを中心に行った． 
③中越・中越沖地震で展開した作業活動の有用性

を活用すること．それを今まで災害支援に携わ

った経験がない多数のセラピストでも展開で

きるよう「普段の臨床での治療的支援をするの

ではなく，お店の様な“作業”と作業をする“場”

を創り，作業は参加者に選択していただく」視

点を中核に人々が震災によって失った日常の

暮らし，コミュニティ，“健康な暮らし”を取

り戻せることを災害支援の目標とした． 
介入当初は子供たちの出入りが激しく，子供

たちが発する攻撃的な言動に大人たちが気に

しながら作業をする様子が見られた．介入から

半年後には子供と大人が完全に分かれて活動

する様子が見られ，趣味嗜好などから集団が分

断されている印象だった．その後，年齢間での

線引きも少なくなり，徐々にお互い道具の譲り

合いなどが見られ，参加者同士で家族単位での

気遣いなどがみられるようになっていった． 
一年が経過する間には集会場所が広くなり，

広くなった分静かなエリアとにぎやかなエリ

アに分かれて活動することができるようにな

り，参加者同士の普段からのつながりが深くな

ってきた様子が見られた． 
その後，仮設住宅から親戚縁者や近所に引っ

越し，生活拠点を変える方が徐々に増えること

で参加者の減少がみられた．参加者は，故郷（自

宅）の様子や今後の生活についての話題が多く

みられるようになる． 
その後，2 度目の冬期間の休止を経て最終活
動を行ったが，最終日が近づくにつれて活動継

続を希望され涙ぐまれる方もいた．活動の終了

時には，仮設住宅にある社会福祉協議会に今ま
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り，活動の運営も県士会本部を中心に活動調整とな

る． 
 

３３．．ここれれままででのの活活動動報報告告 

 今までの当委員会の災害支援は，中越地震，中越

沖地震，東日本大震災，熊本地震，西日本豪雨災害，

台風 19号 福島派遣，県北豪雨災害で活動支援を行
った． 
１１））新新潟潟県県中中越越地地震震  
（１）県士会活動の概要 
地震発生時，長岡にあった県士会事務局が被災し

たため，燕労災病院に対策本部事務局をおき，混乱

の中本部設置された．本部設置の翌日には新潟県理

学療法士会と県士会で被災地視察が行われた．その

中で，災害支援の方針が決定され活動展開がされた．

特に仮設住宅支援での活動での振り返りでは，手工

芸を楽しむ場が参加者の交流の場として徐々に機能

していき，作業自体の効果や集団，地域の活動とし

て作業療法がいかに災害時の活動と参加の回復に寄 
 

 
 
与できたかがうかがえる内容であった． 
（２）活動経過 
発災より 10 日後に本部を設置．対策本部事務局
を燕労災病院におき，活動を開始．最長の災害支援

で 2年 2か月間実施． 
（３）支援体制 
県士会内でボランティアの参加メンバーを募集し

た．全体の活動回数は 46回で，会員延べ 214名派
遣． 
（４）活動内容 
表 2参照 

 
２２））新新潟潟県県中中越越沖沖地地震震  
（１）県士会活動の概要 
中越地震の教訓を踏まえ，地震発生後当日に理事

幹事の安否確認がされ，翌日には会長による柏崎市

内の視察が行われた．翌々日に本部設置と会議が開

催された．中越地震で得た災害時の作業活動の有用

性を得て，仮設住宅内でも作業活動を中心に災害支

援する方針が決定された．仮設住宅の入居期間が 2
年であった為，長期の災害支援を行うことを当初よ

表 3 中越沖地震 
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り計画して支援を行った． 
（２）活動経過 
発災より翌々日に本部設置．対策本部事務局を県

士会事務局へおき，活動を開始．最長の災害支援で

1年 6か月間実施． 
（３）支援体制 
新潟県福祉健康部からの依頼を柏崎市元気支援課

の理学療法士がコーディネートして新潟県理学療法

士会，県士会，新潟県言語聴覚士会が連携し活動で

きるよう組織化した．県士会内では震災ボランティ

ア登録制度を作成し，現地活動調整担当や災害支援

リーダーを介して参加，報告を行った． 
（４）活動内容 
表 3参照 

 
３３））東東日日本本大大震震災災（（東東北北地地方方太太平平洋洋沖沖地地震震））  
（１）県士会活動の概要 
多くの県をまたぐ大規模災害であり，被災地にお

いても援助を受けるだけの余裕がない状態が続いて

いた． 
その中で，新潟県内に設置された避難所である体

育館へ支援を行った．今までの活動支援の経験をも

とに福島県作業療法士会へ災害支援の援助申し出を

行い，活動に至っている． 
県士会では，3 つのフェーズで災害支援を行い，
①聖籠町の避難所支援，②福島県作業療法士会員と

その家族に向けて心理的ケアを含めた気分転換のバ

スツアーやスポーツ観戦招待，③福島県美里町の仮

設住宅への災害支援を行った．特に③に関しては，

中越沖地震の経験から支援準備の段階から長期的な

支援を行う予定で計画した． 
（２）活動経過 
①震災発生 2 週間後，福島県から避難してきた方
を対象として，聖籠町に開設された避難所支援

を行った．支援内容は，心身に対する体操やレ

クリエーションを実施した． 
②震災発生から 8か月後には，新潟県内の日帰り
バスツアーを企画した．内容は観光とサッカー

やバスケ観戦を行い被災地とは異なる別環境

に身を置くことでの心理的ケアを含めた気分

転換を行った． 
③震災発生から 7か月半後には，福島県作業療法
士会の要請を受け，楢葉町が集団避難している

福島県会津美里町の仮設住宅地へ災害支援に

行った．2011年 11月より 2年半の期間活動し
たが，2 月は冬期間の為中止とした．災害支援
は毎週土曜日に 2 時間程度の活動を実施した．
介入当初は，楢葉町の同地区住民が集団避難し

ていたが，移ってきて間もないこともあり，顔

なじみはいなく隣の住宅に住んでいる人が誰

かも知らない状態だった． 
（３）支援体制 
①災害ボランティア募集により実施した．派遣会

員数は全体で 49名． 
②理事を中心に参加．派遣会員数：27名． 
③支援場所が県外であり，一部の人員が固定で参

加する方法では困難が生じるため，チーム制を

導入した．1 チームが 5，6 人で 8 チームを編
成，チームによる交代で支援に行った．毎週土

曜日 13：30～15：30の間で楢葉町の人々が住
む仮設住宅内の集会場で災害支援を行った．災

害支援には全部で 40 施設が参加し，116 名が
携わった． 

（４）活動内容 
①心身に対する体操やレクリエーション支援を行

った． 
②参加者同士での交流と被災地域外で気分転換を

含め心理的なケアを中心に行った． 
③中越・中越沖地震で展開した作業活動の有用性

を活用すること．それを今まで災害支援に携わ

った経験がない多数のセラピストでも展開で

きるよう「普段の臨床での治療的支援をするの

ではなく，お店の様な“作業”と作業をする“場”

を創り，作業は参加者に選択していただく」視

点を中核に人々が震災によって失った日常の

暮らし，コミュニティ，“健康な暮らし”を取

り戻せることを災害支援の目標とした． 
介入当初は子供たちの出入りが激しく，子供

たちが発する攻撃的な言動に大人たちが気に

しながら作業をする様子が見られた．介入から

半年後には子供と大人が完全に分かれて活動

する様子が見られ，趣味嗜好などから集団が分

断されている印象だった．その後，年齢間での

線引きも少なくなり，徐々にお互い道具の譲り

合いなどが見られ，参加者同士で家族単位での

気遣いなどがみられるようになっていった． 
一年が経過する間には集会場所が広くなり，

広くなった分静かなエリアとにぎやかなエリ

アに分かれて活動することができるようにな

り，参加者同士の普段からのつながりが深くな

ってきた様子が見られた． 
その後，仮設住宅から親戚縁者や近所に引っ

越し，生活拠点を変える方が徐々に増えること

で参加者の減少がみられた．参加者は，故郷（自

宅）の様子や今後の生活についての話題が多く

みられるようになる． 
その後，2 度目の冬期間の休止を経て最終活
動を行ったが，最終日が近づくにつれて活動継

続を希望され涙ぐまれる方もいた．活動の終了

時には，仮設住宅にある社会福祉協議会に今ま
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での災害支援を引継ぎ終了となった． 
  
４４））熊熊本本地地震震  
（１）県士会活動の概要 

2016 年 4 月に発生した熊本地震の災害支援は，
日本 JRAT本部から新潟 JRAT本部へ要請があり，
新潟JRATが組織化されて初めて本部としての会議
と派遣を行った． 
熊本機能病院内にある熊本JRATの活動本部で災
害支援業務および避難所支援業務，避難所の巡回，

避難者の身体機能評価を行った． 
（２）活動経過 

2016年 5月 19日から 5月 22の期間で，熊本県
被災地域の益城町の避難所で活動した． 
（３）支援体制 
日本 JRAT本部の依頼を受けて，新潟 JRATの医
師 1名，リハビリテーション職 2名の合計 3名でメ
ンバーを選定し第 1陣を派遣した．準備として第 2
陣まで計画していたが，第 2陣の派遣はなかった． 
（４）活動内容 
現地の避難所へ派遣され，JRAT 活動本部の災害
支援業務および避難所支援業務，避難所の巡回，避

難者の身体機能評価を行った．避難所の環境整備（段

差への対応，手すりの設置，車椅子の整備など），帰

宅者の家屋訪問，開放している入浴施設の環境評価，

弾性包帯の指導，杖の長さ調節や移動能力評価・動

線の指導，避難所集約の為のリストアップのアドバ

イスを行った． 
災害支援に行った時期は，災害発生から 1か月程
度経過していて避難者の自宅再建が進んでいた．そ

のため避難所の集約準備が大きな支援内容となって

いた．その後，熊本での新潟 JRAT活動は終了とな
り第 2陣の支援は行われなかった． 
被災地域には，今後のリハビリテーション拠点と

なる熊本県復興リハビリテーションセンターが設立

され，JRAT 活動はセンターへ引継がれ終了となっ
た． 
 
５５））西西日日本本豪豪雨雨災災害害（（22001188年年 77月月豪豪雨雨災災害害））  
（１）県士会活動の概要 
日本JRAT本部より新潟JRAT本部が派遣依頼を
受け，2018 年 7 月豪雨で被災した岡山県倉敷市真
備町にて岡山JRAT本部の調整業務の災害支援に行
った． 
（２）活動経過 

2018年 8月 12日から 16日において倉敷リハビ
リテーション病院内にある岡山 JRAT本部に派遣． 
（３）支援体制 
日本 JRAT 本部より公益財団法人 国際医療技術
財団が実施する災害医療研修を修了した全国の理学

療法士・作業療法士・言語聴覚士に対して岡山 JRAT
本部への支援依頼があった． 
研修修了者へ直接依頼が来ていたため，県士会は

新潟JRAT本部からの派遣形式をとり派遣する形を
とる．新潟 JRATから 2期間で 1名ずつ派遣． 
（４）活動内容 
避難所見学などを行い，真備町では 1ヶ月が経過
しても臭いや至る所に災害ごみが山積みとなり，多

くの店や住宅で生活再開の目途が立たない状態であ

った． 
時期的には，避難所からみなし仮設住宅への転居

や仮設住宅の建設が始まり，避難所の多くが小中学

校であったため，2 学期開始に向けて移動を求めら
れるなどの状況であった．今回の本部調整業務では，

災害支援の避難所などの活動とは異なり，活動班の

派遣調整と報告集約，日報作成データ集積・管理保

健所ミーティング参加，日本 JRAT本部との連絡を
行った． 
その頃の支援班の活動内容は，避難住民の個別の

健康状態や活動・参加状況のアセスメントと生活不

活発病の予防や自立支援のための環境整備を行いつ

つ避難所の玄関や浴室など避難住民の自立支援と安

全性の両方を叶える避難所のアセスメントと環境整

備を行った．  
8 月末には各支援団体の県外派遣チームの撤退が
決まり，9 月以降は岡山県内のチームだけで継続可
能な支援体制を意識して活動の収束を図る時期であ

った．活動本部では保健師チームと連携した効率的

な避難所巡回の検討やデータ・備品の整理等を行っ

た． 
 
６６））台台風風 1199号号福福島島派派遣遣（（22001199年年東東日日本本台台風風災災害害））  
（１）県士会活動の概要 
台風 19号の台風被害に対して，日本 JRAT本部
の要請を受けて，新潟 JRAT本部から福島県への災
害活動支援の派遣を行った．派遣 1日目は活動でき
るも，その後は冠水被害に遭い活動できず活動終了

となる． 
（２）活動経過 
災害発生後 13日後の 2019年 10月 24日から 10
月 27 日の期間で体育館などの避難所へ災害支援に
行った． 
派遣 1日目は，避難所に行き大変混雑している状
態で評価を行い初日は終了した．その日の夜間に宿

泊していたホテル周辺で大雨の為に多数の道路冠水

が発生した．翌日の派遣活動予定の避難所までの道

路が腰までの冠水被害の為，派遣 2・3 日目は活動
中止となった． 
（３）支援体制 
日本JRATからの要請により新潟 JRATから1名
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派遣． 
（４）活動内容 
避難者の出入りが多く全体把握も困難な状態が続

き，一時的な避難者が多いためメディカルチェック

の必要性はない状態だった．その反面，段ボールベ

ットの不使用や衛生環境の劣悪さなど感染予防を含

めた環境調整が必要であった．翌日，ホテルや避難

所周辺の冠水被害により必要性はあったものの災害

支援を行うことができず派遣終了となる． 
その後，活動に行った避難所からノロウィルスの

集団感染が発生したニュースがあり，衛生状態につ

いての指導が行き届かなかった反省がある．その後

は，一時避難者の大分部が自宅に帰り，避難者の減

少とともに避難所が閉鎖となった． 
 
７７））県県北北豪豪雨雨災災害害（（22002222年年 88月月豪豪雨雨災災害害））  
（１）県士会活動の概要 
県内の豪雨被害を受け県士会災害マニュアルに則

り，県士会の災害対策本部を設置した．その後，リ

ハビリテーション職種 3団体での協業の必要性が生
じ，リハ専門職協議会の本部と合同設置に移行した． 
被災地や県，市町村から新潟 JART 本部及び新潟
DWAT本部への災害支援の要請はなく，両団体での
活動は行われなかった． 
リハ専門職協議会の本部では，災害対応を協議し

一般ボランティアの募集紹介を行った．その後，村

上市長への訪問をきっかけに仮設住宅へ災害支援に

行った．その後は，活動終了とともに本部解散とな

る． 
（２）活動経過 

2023 年 8 月 3 日から大雨により災害発生し，8
月 4日に県士会マニュアルに則り災害対策本部を設
置した． 

8月 6日にリハ専門職協議会で協業を中心に行動
するため，リハ専門職協議会ではじめての本部設置

が行われ，同日に第 1回の災害対策会議を実施した．
リハ専門職協議会，新潟 JRAT，新潟DWATを通し
て災害支援や被害状況の情報収集を行った．新潟

JRAT，新潟DWATの両団体とともに県の災害対策
室や関係各所に情報収集及び各団体の災害支援紹介

を行ったが，被災地からの要請がなく活動にまで至

っていない． 
リハ専門職協議会本部では会議を合計 5回（2022
年 8月 6日，8月 8日，8月 10日，9月 8日，11
月 4日）実施した．会員所属の施設被害や被災会員
への会費免除対応の情報共有を行った．また，被災

地支援として一般ボランティアへの参加広報を各士

会で行った． 
その後，9月 16日にリハ専門職協議会の代表者が
村上市長へ訪問し，一定のリハビリテーションニー

ズがあることを確認．仮設住宅への災害支援を 11
月 25日に行った． 
仮設住宅への支援前には，県士会員へ災害支援の

参加アンケートを実施し，派遣可能の会員数の把握

の準備を行った．第 1陣の仮設住宅への派遣後，活
動予定はなく地域のリハビリテーションで十分賄え

ることからリハ専門職協議会の災害本部は解散とな

った． 
（３）支援体制 
仮設住宅支援にリハ専門職協議会内で各団体から

選出．（理学療法士 2 名，作業療法 1 名，言語聴覚
士 1名） 
（４）活動内容 
一般ボランティアの募集紹介を各士会ホームペー

ジにて広報を行った．県士会員の災害支援の参加ア

ンケートを実施し，参加可能者数の把握準備を行っ

た．仮設住宅への派遣では，環境見学と評価，体操

と講話，健康相談の災害支援を行った． 
 
８８））そそのの他他のの活活動動検検討討  
糸魚川大火，北海道地震で災害支援の検討を実施

した．糸魚川大火では，担当地域の支部長に連絡を

行い，災害支援の必要性の確認を行った．どちらも

災害支援の必要性はなく，検討で終了した． 
 

４４．．ここれれかかららのの災災害害対対策策委委員員会会のの展展望望  
今年から日本作業療法士会の災害対策室が行って

いる「大規模災害発生を想定したシミュレーション

訓練」を支部長レベルまで連絡範囲を拡大し実施し

た．災害が多発している今，災害が発生していない

平時においても各ブロックと災害対策についての理

解と連携が深まることを目標としている．この訓練

ばかりでなく，災害支援団体であるリハ専門職協議

会，新潟 JRAT や新潟 DWAT との関係性強化とと
もに具体的な災害時の支援計画の策定を行っている．

これらの団体との活性化・連携性を強化することは，

県や市町村の災害担当者との関係性向上を図るため

に必要なことであり，より地域に根差した支援を行

えるようになることが今後の展望と考えている． 
県士会員の方には，このような取り組みを行って

いることと JRAT や DWAT で災害トレーニングが
準備・整備されていることを知っていただき，県士

会が県内災害の対応がしっかりとれる団体であるこ

とを周知・広報していく． 
 

５５．．おおわわりりにに  
この特集では，当委員会の活動実績と体制，今ま

での活動を報告した． 



－8－ －9－

新潟県作業療法士会学術誌　 第 18 巻  3－10 頁（2024 年 1 月）新潟県作業療法士会学術誌  第 18巻 ○－○頁（2024年 1月） 
 

での災害支援を引継ぎ終了となった． 
  
４４））熊熊本本地地震震  
（１）県士会活動の概要 

2016 年 4 月に発生した熊本地震の災害支援は，
日本 JRAT本部から新潟 JRAT本部へ要請があり，
新潟JRATが組織化されて初めて本部としての会議
と派遣を行った． 
熊本機能病院内にある熊本JRATの活動本部で災
害支援業務および避難所支援業務，避難所の巡回，

避難者の身体機能評価を行った． 
（２）活動経過 

2016年 5月 19日から 5月 22の期間で，熊本県
被災地域の益城町の避難所で活動した． 
（３）支援体制 
日本 JRAT本部の依頼を受けて，新潟 JRATの医
師 1名，リハビリテーション職 2名の合計 3名でメ
ンバーを選定し第 1陣を派遣した．準備として第 2
陣まで計画していたが，第 2陣の派遣はなかった． 
（４）活動内容 
現地の避難所へ派遣され，JRAT 活動本部の災害
支援業務および避難所支援業務，避難所の巡回，避

難者の身体機能評価を行った．避難所の環境整備（段

差への対応，手すりの設置，車椅子の整備など），帰

宅者の家屋訪問，開放している入浴施設の環境評価，

弾性包帯の指導，杖の長さ調節や移動能力評価・動

線の指導，避難所集約の為のリストアップのアドバ

イスを行った． 
災害支援に行った時期は，災害発生から 1か月程
度経過していて避難者の自宅再建が進んでいた．そ

のため避難所の集約準備が大きな支援内容となって

いた．その後，熊本での新潟 JRAT活動は終了とな
り第 2陣の支援は行われなかった． 
被災地域には，今後のリハビリテーション拠点と

なる熊本県復興リハビリテーションセンターが設立

され，JRAT 活動はセンターへ引継がれ終了となっ
た． 
 
５５））西西日日本本豪豪雨雨災災害害（（22001188年年 77月月豪豪雨雨災災害害））  
（１）県士会活動の概要 
日本JRAT本部より新潟JRAT本部が派遣依頼を
受け，2018 年 7 月豪雨で被災した岡山県倉敷市真
備町にて岡山JRAT本部の調整業務の災害支援に行
った． 
（２）活動経過 

2018年 8月 12日から 16日において倉敷リハビ
リテーション病院内にある岡山 JRAT本部に派遣． 
（３）支援体制 
日本 JRAT 本部より公益財団法人 国際医療技術
財団が実施する災害医療研修を修了した全国の理学

療法士・作業療法士・言語聴覚士に対して岡山 JRAT
本部への支援依頼があった． 
研修修了者へ直接依頼が来ていたため，県士会は

新潟JRAT本部からの派遣形式をとり派遣する形を
とる．新潟 JRATから 2期間で 1名ずつ派遣． 
（４）活動内容 
避難所見学などを行い，真備町では 1ヶ月が経過
しても臭いや至る所に災害ごみが山積みとなり，多

くの店や住宅で生活再開の目途が立たない状態であ

った． 
時期的には，避難所からみなし仮設住宅への転居

や仮設住宅の建設が始まり，避難所の多くが小中学

校であったため，2 学期開始に向けて移動を求めら
れるなどの状況であった．今回の本部調整業務では，

災害支援の避難所などの活動とは異なり，活動班の

派遣調整と報告集約，日報作成データ集積・管理保

健所ミーティング参加，日本 JRAT本部との連絡を
行った． 
その頃の支援班の活動内容は，避難住民の個別の

健康状態や活動・参加状況のアセスメントと生活不

活発病の予防や自立支援のための環境整備を行いつ

つ避難所の玄関や浴室など避難住民の自立支援と安

全性の両方を叶える避難所のアセスメントと環境整

備を行った．  
8 月末には各支援団体の県外派遣チームの撤退が
決まり，9 月以降は岡山県内のチームだけで継続可
能な支援体制を意識して活動の収束を図る時期であ

った．活動本部では保健師チームと連携した効率的

な避難所巡回の検討やデータ・備品の整理等を行っ

た． 
 
６６））台台風風 1199号号福福島島派派遣遣（（22001199年年東東日日本本台台風風災災害害））  
（１）県士会活動の概要 
台風 19号の台風被害に対して，日本 JRAT本部
の要請を受けて，新潟 JRAT本部から福島県への災
害活動支援の派遣を行った．派遣 1日目は活動でき
るも，その後は冠水被害に遭い活動できず活動終了

となる． 
（２）活動経過 
災害発生後 13日後の 2019年 10月 24日から 10
月 27 日の期間で体育館などの避難所へ災害支援に
行った． 
派遣 1日目は，避難所に行き大変混雑している状
態で評価を行い初日は終了した．その日の夜間に宿

泊していたホテル周辺で大雨の為に多数の道路冠水

が発生した．翌日の派遣活動予定の避難所までの道

路が腰までの冠水被害の為，派遣 2・3 日目は活動
中止となった． 
（３）支援体制 
日本JRATからの要請により新潟 JRATから1名
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派遣． 
（４）活動内容 
避難者の出入りが多く全体把握も困難な状態が続

き，一時的な避難者が多いためメディカルチェック

の必要性はない状態だった．その反面，段ボールベ

ットの不使用や衛生環境の劣悪さなど感染予防を含

めた環境調整が必要であった．翌日，ホテルや避難

所周辺の冠水被害により必要性はあったものの災害

支援を行うことができず派遣終了となる． 
その後，活動に行った避難所からノロウィルスの

集団感染が発生したニュースがあり，衛生状態につ

いての指導が行き届かなかった反省がある．その後

は，一時避難者の大分部が自宅に帰り，避難者の減

少とともに避難所が閉鎖となった． 
 
７７））県県北北豪豪雨雨災災害害（（22002222年年 88月月豪豪雨雨災災害害））  
（１）県士会活動の概要 
県内の豪雨被害を受け県士会災害マニュアルに則

り，県士会の災害対策本部を設置した．その後，リ

ハビリテーション職種 3団体での協業の必要性が生
じ，リハ専門職協議会の本部と合同設置に移行した． 
被災地や県，市町村から新潟 JART 本部及び新潟
DWAT本部への災害支援の要請はなく，両団体での
活動は行われなかった． 
リハ専門職協議会の本部では，災害対応を協議し

一般ボランティアの募集紹介を行った．その後，村

上市長への訪問をきっかけに仮設住宅へ災害支援に

行った．その後は，活動終了とともに本部解散とな

る． 
（２）活動経過 

2023 年 8 月 3 日から大雨により災害発生し，8
月 4日に県士会マニュアルに則り災害対策本部を設
置した． 

8月 6日にリハ専門職協議会で協業を中心に行動
するため，リハ専門職協議会ではじめての本部設置

が行われ，同日に第 1回の災害対策会議を実施した．
リハ専門職協議会，新潟 JRAT，新潟DWATを通し
て災害支援や被害状況の情報収集を行った．新潟

JRAT，新潟DWATの両団体とともに県の災害対策
室や関係各所に情報収集及び各団体の災害支援紹介

を行ったが，被災地からの要請がなく活動にまで至

っていない． 
リハ専門職協議会本部では会議を合計 5回（2022
年 8月 6日，8月 8日，8月 10日，9月 8日，11
月 4日）実施した．会員所属の施設被害や被災会員
への会費免除対応の情報共有を行った．また，被災

地支援として一般ボランティアへの参加広報を各士

会で行った． 
その後，9月 16日にリハ専門職協議会の代表者が
村上市長へ訪問し，一定のリハビリテーションニー

ズがあることを確認．仮設住宅への災害支援を 11
月 25日に行った． 
仮設住宅への支援前には，県士会員へ災害支援の

参加アンケートを実施し，派遣可能の会員数の把握

の準備を行った．第 1陣の仮設住宅への派遣後，活
動予定はなく地域のリハビリテーションで十分賄え

ることからリハ専門職協議会の災害本部は解散とな

った． 
（３）支援体制 
仮設住宅支援にリハ専門職協議会内で各団体から

選出．（理学療法士 2 名，作業療法 1 名，言語聴覚
士 1名） 
（４）活動内容 
一般ボランティアの募集紹介を各士会ホームペー

ジにて広報を行った．県士会員の災害支援の参加ア

ンケートを実施し，参加可能者数の把握準備を行っ

た．仮設住宅への派遣では，環境見学と評価，体操

と講話，健康相談の災害支援を行った． 
 
８８））そそのの他他のの活活動動検検討討  
糸魚川大火，北海道地震で災害支援の検討を実施

した．糸魚川大火では，担当地域の支部長に連絡を

行い，災害支援の必要性の確認を行った．どちらも

災害支援の必要性はなく，検討で終了した． 
 

４４．．ここれれかかららのの災災害害対対策策委委員員会会のの展展望望  
今年から日本作業療法士会の災害対策室が行って

いる「大規模災害発生を想定したシミュレーション

訓練」を支部長レベルまで連絡範囲を拡大し実施し

た．災害が多発している今，災害が発生していない

平時においても各ブロックと災害対策についての理

解と連携が深まることを目標としている．この訓練

ばかりでなく，災害支援団体であるリハ専門職協議

会，新潟 JRAT や新潟 DWAT との関係性強化とと
もに具体的な災害時の支援計画の策定を行っている．

これらの団体との活性化・連携性を強化することは，

県や市町村の災害担当者との関係性向上を図るため

に必要なことであり，より地域に根差した支援を行

えるようになることが今後の展望と考えている． 
県士会員の方には，このような取り組みを行って

いることと JRAT や DWAT で災害トレーニングが
準備・整備されていることを知っていただき，県士

会が県内災害の対応がしっかりとれる団体であるこ

とを周知・広報していく． 
 

５５．．おおわわりりにに  
この特集では，当委員会の活動実績と体制，今ま

での活動を報告した． 
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出来るだけどのような活動がどのように展開され

てきたかを後々振り返られるように報告をしたつも

りであるが，すべての支援において筆者が当事者で

ないこともあり，正確性に欠けているのでは？詳細

な部分は伝えきれていないのでは？と感じながらこ

の記事を書いている．ただ，新潟県の災害支援は中

越地震における作業療法の有用性を示すことができ

た活動から始まったものであることは間違いなく，

その作業療法の知識や技術は，非常時である災害場

面でも十分に有用であることを少しでも感じていた

だければと考えている． 
今後，いつ起こるかわからないような災害に対し

て準備することの労力や不安はあるが，その労力や

不安は県士会員の大勢で支えることで大きな支えに

なると感じている．県士会員の皆様のご理解とご協

力が得られる様，当委員会は今後も努力していく所

存です． 
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特特集集  

移移動動支支援援対対策策委委員員会会のの取取りり組組みみ  

～～ここれれままででととここれれかからら～～  

  

村村山山  拓拓也也＊＊11，，22  

＊＊11  新新潟潟リリハハビビリリテテーーシショョンン病病院院  

＊＊22  移移動動支支援援対対策策委委員員会会  担担当当理理事事  
  

 
 
 

 
 

１１．．移移動動支支援援対対策策委委員員会会のの経経過過  
日本作業療法士協会（以下 OT協会）は，高齢者

や障害がある方の自動車運転や地域での移動につい

て，作業療法（士）による支援を推進する目的とし

て，2016年に運転と作業療療法委員会を立ち上げて
います 1）．新潟県作業療法士会（以下：当会）では

それをうけ 2017 年に特設委員会として自動車運転
対策委員会（当委員会）を立ち上げ，2019年より常
設委員会とし，地域共生社会を見据え自動車運転支

援と地域での移動支援を実施することを目的に名称

を移動支援対策委員会に変更ました．初年度から現

在に至る事業経過は表 1に示す通りです． 
新潟県では 2012 年に「障害と自動車運転に関す

る研究会（以下：研究会）」が発足し，2013年より
より年２回の研修が開催されており，医療職全般に

向けた高次脳機能障害者を中心とした障害者の運転

再開に関する取り組みの支援が実施されていました．

当委員会は県内において作業療法士（以下 OT）の
自動車運転の取り組み支援を目的に設置されました

が，後発であり研究会と足並みをそろえて支援を実

施していくことが望ましと考え，研究会で実施でき

ていない作業療法が必要とする側面を支援してきま

した．一方で自動車運転の再開が難しい対象者や進

行性疾患により運転が困難となる方，高齢者の運転

支援など，地域での移動支援全般の課題も明らかに

なってきており，2019年に全般的な支援を実施する
方針とし委員会を運営してきました．地域の移動支

援に目を向けたちょうどその頃 COVID-19 の流行
により活動手段の見直しがあり現在に至っています． 
 

２２．．日日本本作作業業療療法法士士協協会会ににおおけけるる自自動動車車運運転転
にに関関すするる経経過過  

OT 協会の運転と作業療法委員会立ち上げの経緯
として，施設外リハビリテーション，および疾患別

リハビリテーションにおける診療報酬算定の困難さ

といった取り組む上での課題．社会的な背景として，

「運転外来」等を HPに記載する医療機関の増加，
認知症の運転可否に関する診断書作成に OTが関与
する医療機関の増加，自動車教習所団体の研修に

OT が講師として参加し連携が深まっている状況，
20 数県の運転免許センターに看護師等が配置され
ており OTは非常勤であるものの配置された状況等，
個別状況の課題が山積していました 2）．これらの支

援を目的に活動が実施されてきました．2023年，OT
協会の組織再編により地域社会振興部地域事業支援

課の中に運転と地域移動推進班として活動が継続し

ています．現在，運転と地域移動支援実践者制度の

創設，OT 協会ホームページの会員向けページにお
いて資料（パンフレット，事例集，関連記事等）が

紹介されているので活用いただきたいです．特に会

員向けに自動車運転支援の基礎や流れについてパン

フレットで説明していますので，これから取り組み

を始める方は一読いただくと良いです． 
また，内閣府が実施している交通安全対策に関す

る研究調査において，2022年 4月に報告された「高
齢者の交通安全対策に関する調査」において OT協
会の藤田佳男委員長が有識者として参加し，西則彦

委員が中心となり運転に関わる体操を作成していま

す． 
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出来るだけどのような活動がどのように展開され

てきたかを後々振り返られるように報告をしたつも

りであるが，すべての支援において筆者が当事者で

ないこともあり，正確性に欠けているのでは？詳細

な部分は伝えきれていないのでは？と感じながらこ

の記事を書いている．ただ，新潟県の災害支援は中

越地震における作業療法の有用性を示すことができ

た活動から始まったものであることは間違いなく，

その作業療法の知識や技術は，非常時である災害場

面でも十分に有用であることを少しでも感じていた

だければと考えている． 
今後，いつ起こるかわからないような災害に対し

て準備することの労力や不安はあるが，その労力や

不安は県士会員の大勢で支えることで大きな支えに

なると感じている．県士会員の皆様のご理解とご協

力が得られる様，当委員会は今後も努力していく所

存です． 

新潟県作業療法士会学術誌  第 18巻 ○－○頁（2024年 1月） 
 

特特集集  

移移動動支支援援対対策策委委員員会会のの取取りり組組みみ  

～～ここれれままででととここれれかからら～～  

  

村村山山  拓拓也也＊＊11，，22  

＊＊11  新新潟潟リリハハビビリリテテーーシショョンン病病院院  

＊＊22  移移動動支支援援対対策策委委員員会会  担担当当理理事事  
  

 
 
 

 
 

１１．．移移動動支支援援対対策策委委員員会会のの経経過過  
日本作業療法士協会（以下 OT協会）は，高齢者

や障害がある方の自動車運転や地域での移動につい

て，作業療法（士）による支援を推進する目的とし

て，2016年に運転と作業療療法委員会を立ち上げて
います 1）．新潟県作業療法士会（以下：当会）では

それをうけ 2017 年に特設委員会として自動車運転
対策委員会（当委員会）を立ち上げ，2019年より常
設委員会とし，地域共生社会を見据え自動車運転支
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行性疾患により運転が困難となる方，高齢者の運転

支援など，地域での移動支援全般の課題も明らかに

なってきており，2019年に全般的な支援を実施する
方針とし委員会を運営してきました．地域の移動支

援に目を向けたちょうどその頃 COVID-19 の流行
により活動手段の見直しがあり現在に至っています． 
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にに関関すするる経経過過  
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ており OTは非常勤であるものの配置された状況等，
個別状況の課題が山積していました 2）．これらの支

援を目的に活動が実施されてきました．2023年，OT
協会の組織再編により地域社会振興部地域事業支援

課の中に運転と地域移動推進班として活動が継続し

ています．現在，運転と地域移動支援実践者制度の

創設，OT 協会ホームページの会員向けページにお
いて資料（パンフレット，事例集，関連記事等）が

紹介されているので活用いただきたいです．特に会

員向けに自動車運転支援の基礎や流れについてパン

フレットで説明していますので，これから取り組み

を始める方は一読いただくと良いです． 
また，内閣府が実施している交通安全対策に関す

る研究調査において，2022年 4月に報告された「高
齢者の交通安全対策に関する調査」において OT協
会の藤田佳男委員長が有識者として参加し，西則彦

委員が中心となり運転に関わる体操を作成していま

す． 
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年度 実施事業 
2017年 日本作業療法士協会依頼のアンケートを実施． 

県内の自動車運転に取り組む状況を調査． 
2018年 高齢者向け安全運転促進を目的にパンフレット（図１）を作成し県内３０市町

村へ送付．パンフレットは当会ホームページよりダウンロード可能． 
2019年 地域の移動支援対策と作業療法士の自動車運転介入を目的に研修会を実施． 

講師：河崎民子先生（全国移動サービスネットワーク） 
大平弘樹先生（新潟リハビリテーション病院， 

現：柏崎総合医療センター） 
外川佑先生（新潟医療福祉大学，現：山形県立保健医療大学） 

2020年 COVID-19の影響により研修事業を中止し事業変更． 
地域の移動支援に関する資源把握と COVID-19の活動自粛による影響を調査． 

2021年 Web研修事業（オンデマンド配信とライブ配信を組み合わせた研修）を実施 
作業療法士の自動車運転再開支援における基礎講座として，自動車運転評価で
用いるモデル，神経心理学的検査結果の解釈をオンデマンド配信（ビギナーコ
ース）．自動車運転評価・支援に関して事例を用いてのライブ配信（アドバン
スコース）を実施． 
講師：大平弘樹先生，外川佑先生 

2022年 Web研修実施 
最近の自動車運転再開支援に関する取り組みや傾向について 
講師：外川佑先生 
症例検討 
講師：佐藤凌先生（新潟脳外科病院） 
   田村亮先生（新発田リハビリテーション病院） 

 

表 1 移動支援対策委員会の実施事業 

図 1 高齢者向け自動車パンフレット 作成：移動支援対策委員会（2021年改訂） 
（新潟県作業療法士会ホームページ https://www.niigata-ot.com/about/paper/ ） 
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３３．．新新潟潟県県のの運運転転再再開開支支援援にに関関すするる取取りり組組みみ
経経過過 

前述したとおり，新潟県では 2012 年に研究会が
発足している．研究会は，医師，作業療法士をはじ

めとしたリハビリ関連職種があつまり，障害者の

方々の社会復帰の重要な問題である自動車運転再開

に関する諸問題を取り組むために活動しています．

研究会の代表世話人である﨑村は，現代社会におい

て生活を維持するためには自動車運転は大切な移動

手段ですが安全に行うことが前提であり，より慎重

に安全であるかどうかを見極めることは必要ですが，

患者さんの不利益にならないようにすることも重要 

 

 

です 4）と述べており，発足当初より新潟県公安委員

会および社団法人新潟県指定自動車教習所協会とも

協議・連携を取り活動しています．病院内での診療

の枠を超えて，自動車教習所における実車評価や運

転免許センターでの臨時適性検査と免許更新等の部

分も含め活動しています． 
研究会では 2013年より年 2回の研究会を開催し，

2023 年 12 月現在 21 回の研究会を開催し 2017 年
には新潟県運転免許センターで開催しました．また，

自動車学校への情報提供書（図 2）や公安委員会提
出診断書の改訂（図 3）に取り組んできました．こ
のように，新潟県では研究会の活動もあり，医療分

野で関わる高次脳機能障害者の運転再開支援に対し 

図 2 情報提供書 
（障害と自動車運転に関する研究会 HPより引用） 
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３３．．新新潟潟県県のの運運転転再再開開支支援援にに関関すするる取取りり組組みみ
経経過過 

前述したとおり，新潟県では 2012 年に研究会が
発足している．研究会は，医師，作業療法士をはじ

めとしたリハビリ関連職種があつまり，障害者の

方々の社会復帰の重要な問題である自動車運転再開

に関する諸問題を取り組むために活動しています．

研究会の代表世話人である﨑村は，現代社会におい

て生活を維持するためには自動車運転は大切な移動

手段ですが安全に行うことが前提であり，より慎重

に安全であるかどうかを見極めることは必要ですが，

患者さんの不利益にならないようにすることも重要 

 

 

です 4）と述べており，発足当初より新潟県公安委員

会および社団法人新潟県指定自動車教習所協会とも

協議・連携を取り活動しています．病院内での診療

の枠を超えて，自動車教習所における実車評価や運

転免許センターでの臨時適性検査と免許更新等の部

分も含め活動しています． 
研究会では 2013年より年 2回の研究会を開催し，

2023 年 12 月現在 21 回の研究会を開催し 2017 年
には新潟県運転免許センターで開催しました．また，

自動車学校への情報提供書（図 2）や公安委員会提
出診断書の改訂（図 3）に取り組んできました．こ
のように，新潟県では研究会の活動もあり，医療分

野で関わる高次脳機能障害者の運転再開支援に対し 

図 2 情報提供書 
（障害と自動車運転に関する研究会 HPより引用） 
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ての取り組みは一定の質で取り組めている状況があ

ります． 
一方で，運転再開支援に至らない対象者，高齢者

の運転支援や移動支援など医療との関りが少ない方

について県内では作業療法士の関わりが少ない状況

があります．このような課題について考えていくと

私たち作業療法士は地域での移動支援全般に取り組

んでいく必要性があるのではないでしょうか． 
 
４４．．地地域域ででのの移移動動支支援援ににつついいてて  
生活期の作業療法では，豊かに生きるために，住 

 

 

み慣れた場所でその人なりの生活を送る支援を行い

ます．社会のなかで，それぞれが生きがいをもち，

豊かに生きるための，生活の実現を図っています．

新潟県内で買い物や通院，他者交流や参加など，生

活していくには自動車を含めたという移動手段の確

保は必須といっても良いと思います．そのため，移

動支援という課題に取り組む際，自動車運転再開や

自動車運転継続も移動支援の一つであり，対象者自

身が運転できない際の移動支援を検討していくこと

も必要ですし，検討すればするほど，地域の資源を

知れば知るほど，移動支援の仕組みづくりの必要性

を感じると思います．そして，その仕組みづくりに 
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図 4 厚生労働省老健局振興課：介護予防・日常生活支援総合事業ガイドライン（概要）より引用 

図 5 新潟県庁ホームページ 令和 4年度地域支援事業の取組状況調査結果より引用 
（https://www.pref.niigata.lg.jp/sec/kourei/2022tiikishienjigyo.html 参照：2023-12-16） 
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関われるのは作業療法士だと考えています．対象者

が生きがいをもって豊かに生きるためには，地域で

の移動支援の取り組みが必要となってきています． 
地域の移動支援を考えていくうえでは地域包括

ケアシステムを知ることが必要となります． 
地域包括ケアシステムは地域共生社会実現のた

めの「システム」「仕組み」であり，地域づくりは地

域共生社会実現のための取り組みそのものです．つ

まり地域での移動支援は，その地域にとって必要な

仕組みづくりなのです．地域ごとに資源には大きな

差があります．その地域をアセスメントし，その地

域に必要な移動支援を行う必要があります．地域の

アセスメントは作業療法の視点で分析できるので取

り組みやすいと思います．一方で仕組みを作るうえ

で，様々な方法（介入手段）や情報を知っておく必

要があります．いくつか紹介させていただきます． 

①総合事業における訪問型サービス Dについて 
介護予防・日常生活支援総合事業（以下：総合事

業）における訪問型サービス（図 4）に，サービス
種別として訪問型サービス D（移動支援）があり，
サービス内容として移送前後の生活支援があります．

新潟県内では 3 つの市で実施されています（図 5）．
一例として胎内市ではデマンドタクシーによる移送

の取り組みが整備されています． 

②地域住民や地域の資源を利用した取り組み 
 住民などが独自運航して外出を支援している事例

や，市町村の車で住民が運航している事例，社会福

祉法人の「地域における公的な取組」の事例 5），な

どが，全国移動サービスネットワークのホームペー

ジで紹介されています．当士会でも研修会を実施し

紹介したことがあります． 

③移動支援と買物に関する情報 
 農林水産政策研究所のホームページから食料品ア

クセスマップを検索していただくと，食料品アクセ

ス困難人口について推計することができ，客観的な

データとして移動支援の必要性を伝える際のツール

の一つして提示いただくと良いかと思います．食料

品アクセス困難人口とは，店舗まで 500m以上かつ
自動車利用困難な 65歳以上の高齢者を指します 6）． 

 

５５．．今今後後のの委委員員会会のの方方向向性性  
最後に，今後の委員会の方向性をお示しさせてい

ただきます．移動支援対策委員会では，作業療法士

の専門分野である自動車運転を含む地域での移動支

援全般に関して，会員が活動するうえで必要な情報

提供やスキルアップを図るための研修会の企画運営，

移動支援全般における対策検討を通じて，地域での

移動支援に作業療法士が関わり，高齢者の健康寿命

延伸に寄与できるように今後も活動を継続していく

予定です．移動支援に関して困っていることがあれ

ば当委員会を活用ください． 

 
６６．．謝謝辞辞  
当委員会の活動に協力いただいている会員の皆

様，委員会活動に従事している委員の皆様の協力で

委員会活動を継続できていることに感謝申し上げま

す． 
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44．．個個人人情情報報のの収収集集はは研研究究にに必必要要ななももののののみみにに限限らられれてていいまますすかか  
 

（ □はい  ・ □いいえ  ・ □該当せず  ） 
 
55．．個個人人情情報報はは外外部部へへのの漏漏洩洩ががなないいよよううにに厳厳重重にに管管理理さされれてていいまますすかか  
 

（ □はい  ・ □いいえ  ・ □該当せず  ） 
 
66．．被被験験者者やや周周囲囲のの人人々々，，ああるるいいはは団団体体・・組組織織名名がが特特定定ででききるる情情報報はは匿匿名名化化さされれてていいまますすかか  
 

（ □はい  ・ □いいえ  ・ □該当せず  ） 
 
77．．論論文文はは著著者者自自身身にによよるるオオリリジジナナルルのの論論文文でですすかか（（オオリリジジナナルルのの論論文文ととはは他他所所にに投投稿稿中中ででなないい，，ままたたはは公公刊刊さされれてていい
なないい論論文文をを指指ししまますす．．デデーータタのの再再分分析析がが含含ままれれるるななどど密密接接にに関関連連すするる論論文文ががああるる場場合合ははそそのの論論文文もも併併せせてておお送送りりくく

だだささいい））  
 

（ □はい  ・ □いいえ  ・ □該当せず  ） 
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88．．執執筆筆者者がが連連名名ででああるる場場合合，，そそのの順順序序はは貢貢献献度度をを適適切切にに反反映映ししてていいまますすかか  
 

（ □はい  ・ □いいえ  ・ □該当せず  ） 
 
99．．執執筆筆者者がが連連名名ででああるる場場合合，，投投稿稿承承諾諾にに関関すするる全全員員のの署署名名をを得得てていいまますすかか（（投投稿稿承承諾諾書書にに執執筆筆者者全全員員のの署署名名ををおお願願いい
いいたたししまますす））  

 
（ □はい  ・ □いいえ  ・ □該当せず  ） 

 
1100．．他他者者がが作作成成ししたた材材料料ややププロロググララムムをを用用いいたた場場合合，，そそののソソーーススはは示示さされれてていいまますすかか  
 

（ □はい  ・ □いいえ  ・ □該当せず  ） 
 
1111．．不不適適切切なな用用語語やや表表現現ははあありりまませせんんかか  
 

（ □はい  ・ □いいえ  ・ □該当せず  ） 
 
1122．．研研究究のの着着想想やや実実施施ににああたたっってて参参照照ししたた先先行行研研究究やや類類似似のの研研究究はは，，適適切切にに引引用用さされれてていいまますすかか  
 

（ □はい  ・ □いいえ  ・ □該当せず  ） 
 
1133．．論論文文ななどどでで発発表表さされれてていいるる図図表表やや文文章章ののかかななりりのの部部分分ををそそののまままま利利用用すするる場場合合，，著著作作権権者者かからら利利用用のの許許可可をを得得てていい

るるここととがが明明記記さされれてていいまますすかか  
 

（ □はい  ・ □いいえ  ・ □該当せず  ） 
 
1144．．研研究究ののたためめのの補補助助金金をを提提供供ししたた組組織織ににつついいてて論論文文中中にに明明記記さされれてていいまますすかか  
 

（ □はい  ・ □いいえ  ・ □該当せず  ） 
 
1155．．すすででにに雑雑誌誌やや書書籍籍にに発発表表ししたた論論文文とと同同じじ内内容容のの原原稿稿がが投投稿稿さされれてていいまませせんんかか  
 

（ □はい  ・ □いいえ  ・ □該当せず  ） 
 
 
 
 
筆筆頭頭著著者者氏氏名名：                             
 
論論文文題題名名：                               
 
記記入入年年月月日日：                              
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倫倫理理チチェェッッククリリスストト  

 
このチェックリストは投稿された論文が倫理的な要請項目をどの程度満たしているかを編集委員会が把握するため

に作成されたものです．各問いについてあてはまる項目のいずれかに☑をつけていただき，投稿論文とともにe-mail添
付して新潟県作業療法士会学術誌編集委員会（gakujutushibu@gmail.com）までお送りください． 
 
11．．所所属属ままたたはは関関連連機機関関にに倫倫理理委委員員会会ががああるる場場合合，，研研究究をを行行ううににああたたりりそそのの承承認認をを得得ままししたたかか  
 

（ □はい  ・ □いいえ  ・ □該当せず  ） 
 
22．．実実験験やや調調査査にに先先立立ちち被被験験者者ああるるいいはは代代諾諾者者にに文文書書をを使使っってて説説明明しし，，文文書書ままたたはは口口頭頭（（22 名名以以上上でで確確認認とと署署名名））にによよ
るるイインンフフォォーームムドド・・ココンンセセンントトをを得得ままししたたかか  

 
（ □はい  ・ □いいえ  ・ □該当せず  ） 
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（ □はい  ・ □いいえ  ・ □該当せず  ） 
 
66．．被被験験者者やや周周囲囲のの人人々々，，ああるるいいはは団団体体・・組組織織名名がが特特定定ででききるる情情報報はは匿匿名名化化さされれてていいまますすかか  
 

（ □はい  ・ □いいえ  ・ □該当せず  ） 
 
77．．論論文文はは著著者者自自身身にによよるるオオリリジジナナルルのの論論文文でですすかか（（オオリリジジナナルルのの論論文文ととはは他他所所にに投投稿稿中中ででなないい，，ままたたはは公公刊刊さされれてていい
なないい論論文文をを指指ししまますす．．デデーータタのの再再分分析析がが含含ままれれるるななどど密密接接にに関関連連すするる論論文文ががああるる場場合合ははそそのの論論文文もも併併せせてておお送送りりくく

だだささいい））  
 

（ □はい  ・ □いいえ  ・ □該当せず  ） 
 
 
 
 

新潟県作業療法士会学術誌  第 18巻 ○－○頁（2024年 1月） 
 

 
 

88．．執執筆筆者者がが連連名名ででああるる場場合合，，そそのの順順序序はは貢貢献献度度をを適適切切にに反反映映ししてていいまますすかか  
 

（ □はい  ・ □いいえ  ・ □該当せず  ） 
 
99．．執執筆筆者者がが連連名名ででああるる場場合合，，投投稿稿承承諾諾にに関関すするる全全員員のの署署名名をを得得てていいまますすかか（（投投稿稿承承諾諾書書にに執執筆筆者者全全員員のの署署名名ををおお願願いい
いいたたししまますす））  

 
（ □はい  ・ □いいえ  ・ □該当せず  ） 

 
1100．．他他者者がが作作成成ししたた材材料料ややププロロググララムムをを用用いいたた場場合合，，そそののソソーーススはは示示さされれてていいまますすかか  
 

（ □はい  ・ □いいえ  ・ □該当せず  ） 
 
1111．．不不適適切切なな用用語語やや表表現現ははあありりまませせんんかか  
 

（ □はい  ・ □いいえ  ・ □該当せず  ） 
 
1122．．研研究究のの着着想想やや実実施施ににああたたっってて参参照照ししたた先先行行研研究究やや類類似似のの研研究究はは，，適適切切にに引引用用さされれてていいまますすかか  
 

（ □はい  ・ □いいえ  ・ □該当せず  ） 
 
1133．．論論文文ななどどでで発発表表さされれてていいるる図図表表やや文文章章ののかかななりりのの部部分分ををそそののまままま利利用用すするる場場合合，，著著作作権権者者かからら利利用用のの許許可可をを得得てていい

るるここととがが明明記記さされれてていいまますすかか  
 

（ □はい  ・ □いいえ  ・ □該当せず  ） 
 
1144．．研研究究ののたためめのの補補助助金金をを提提供供ししたた組組織織ににつついいてて論論文文中中にに明明記記さされれてていいまますすかか  
 

（ □はい  ・ □いいえ  ・ □該当せず  ） 
 
1155．．すすででにに雑雑誌誌やや書書籍籍にに発発表表ししたた論論文文とと同同じじ内内容容のの原原稿稿がが投投稿稿さされれてていいまませせんんかか  
 

（ □はい  ・ □いいえ  ・ □該当せず  ） 
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